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20230128（土） 上田仮説サークル2023年1月例会資料

（①12/24～12/25岡崎市での「世界の国旗」講座感想、 ②正月の映画「キュリー夫人」、 ③平林浩先生の

障害児統合教育について論じた『障害児の共生教育運動 ～養護学校義務化反対をめぐる教育思想～』より「見

えない世界をどう認識するのか～盲児のいる普通学級と仮説実験授業」の紹介） 滋野小 田中浩寿

3 学期が始まり、昨日はスキー教室（4～6 年）の付き添い引率でした。2 年ぶりの開催のようで子どもたち

はスキー初心者が多く、インストラクターに指導していただくとはいえ、教師の支援もなかなかハードでした。

そして久しぶりの湯ノ丸スキー場、午後は吹雪でとても寒かったなあ。子どもたち、特にケガもなく、地元東

御市のスキー場でのスキーを結構楽しめた様子でよかったです。たまたま京都のノートルダム学院小学校の児

童が2 泊3 日でスキー教室に来ていて（ゼッケンで分かった）、ちょっと「シスターベアトリスさんはいる？」

と聞くと「今もいます」との反応（研究会員のシスターはたしか田中範子さんというお名前だったような…。

別の方がシスターを受け継いでいるのかな）。「仮説実験授業という、たのしい科学の授業、やってる？」と

聞くと「知らない」とのこと、ノートルダム学院では仮説実験授業は今はやっていないのですかね。

さて、今回もまたまた、資料の紹介などのレポートですが、よろしければお付き合いください。

まず、12月24 日～25日に愛知県岡崎市で開催された、「世界の国旗」親子孫講座ワークショップに出てき

ました。長野県（上田仮説サークル）から、渡邉規夫さん、北村秀夫さん・知子さん、遠藤裕さん、私の計5
名の参加でした。2 日間の計4 コマ、久しぶりの社会の科学の授業書を通して受けながら、親子孫講座の歴史

や意義も分かり、ただ楽しかったというだけでなく、この使命も自覚せねば、と思いました。

自分の感想をデジカメで撮っておいたので、振り返ります。

1 コマ目（12/24 午前）５ 「国旗を通して世界が見えてくる～」そんな感じがしてワクワクするプロローグ

の1 コマ目でした。白地球儀を作って国旗を立てていったり、人口国旗や国旗シールなどのグッズがよくそろ

っていたりして、問題の予想・討論とともに、作業もなかなかアクティブでたのしいです。その国に行った気

になり、イメージがふくらみます。

2 コマ目（12/24午後）４ 国旗シール貼りとピン差しがなかなか大変で、肝心の内容の意味理解がやや浅く

なってしまいました。でも、隣の方々（福井の山本さん、兵庫の宗さん、その隣に渡邉規夫さん）と授業書に

かかわる談議もできて、たのしくできました。

3 コマ目（12/25 午前）５ 国旗のアフリカ色、アラブ色から始まり、中米の特徴が分かり、どんどん国旗を

通して世界認識が拡がっていくのを感動的に実感できました。国際赤十字・赤新月社連盟についても、へえー

と思うとともに、ユダヤ教、キリスト教、イスラム教の宗教史まで少し分かってきて、壮大な内容が含まれて

いるなあと、この授業書のすばらしさを再認識しました。

4 コマ目（12/25 午後）５ 最後まで受けてみて改めてこの「世界の国旗」の授業書が社会の科学入門として

すばらしい！と感じました。シール貼り、旗立て、紙芝居など、アクティブ ＆ お話のメリハリもすばらし

い！ ありがとうございました！！

2 つ目の話題です。正月映画「キュリー夫人」を長野市の長野駅近くの千石劇場で開催されていることを知

り、科学者の伝記を取り上げた映画は珍しいので、見てきました。上田仮説サークル掲示板でも以下のように、

紹介しました。渡邉先生がコメントしてくれていました。

1月6日（金）から、長野駅近くの「千石劇場」にて、映画「キュリー夫人」が上映されていて、何となく科学史的にも人物的にも興味があっ

たので、観てきました。夫のピエールキュリーと共にノーベル物理学賞、その後再度ノーベル化学賞と、2度もノーベル賞を受賞している

のですね。ポーランドに生まれ、フランスで研究し、新元素ラジウム・ポロニウムの発見、放射能という言葉の名付け親、夫の不慮の事

故死、娘夫妻もノーベル賞受賞など、今まで偉人の一人として浅くしか知らなかった人物について、映画鑑賞を通してちょっと深くイメー

ジできました。2週間程度、上映している模様です。長野県でも全国でも貴重な上映です。興味ある方はご覧ください。シニアだと1200円

で見られます。

3 つ目の話題です。平林浩先生に学ぶ会を多久和さん（埼玉）や加藤さん（松本）や渡邉先生たちが行って

来ていて、科学史学会でもシリーズで研究してますが、たまたま正月に長野県立図書館で、平林浩先生の障害

児統合教育について論じた『障害児の共生教育運動 ～養護学校義務化反対をめぐる教育思想～』（小国喜弘

編・東大出版会）より「見えない世界をどう認識するのか～盲児のいる普通学級と仮説実験授業」という論文

を見つけたので、今回はコメントする時間がないので、ひとまず資料として紹介します（スラックにアップし

ますが全文公開は著作権違反かも、取扱い留意・サークル内資料）。『しのぶちゃん日記』『仮説実験授業と

障害児統合教育』の本なども含めて興味深いので、これからもっと読み深めたいと思います。 【以上】




























